
チャレンジ１（２学年） 算数科学習指導案  

 

１ 単元名 かけ算（１）  

 

２ 指導観 

【１学年】         【２学年】        【３学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目標 

○ 乗法の意味や性質、計算の仕方を理解することができる。（知識及び技能理解）  

 

○ 乗法が用いられる場面を式に表すことができる。いくつずつのいくつ分として考

え、かけ算の式に表すことができる。（思考力・表現力・判断力等）  

 

○ 買い物ごっこをして、かけ算の式に表したり、全体の数を求めたりしたことを振り

返り、日常生活において乗法が用いられる場面を見つけることができる。（学びに向

かう力・人間性等）  

 

４ 単元計画（８時間） 

 （１）「ずつ」が使われる場面を設定し、「ずつ」の意味を理解する。   ・・・・①  

（２）「ずつ」と「いくつ分」に着目して、全体の数を求めることができる。・・・③

（本時２ /３）  

 （３）かけ算の意味について知り、式に書くことができる。   ・・・・・・・・・②   

 （４）自分のすきなもの「ずつ」のものを絵、言葉、式で書くことができる。・・・②  

  

【 たし算 】  

 １年生では、２とび、

５とびの数え方、１０の

まとまりがいくつあるか

で数を数えたると乗法の

基礎となる経験をしてき

ている。  

繰り上がりのたし算

は、計算カードを使い、

2 年生でも繰り返し練習

してきた。Ａ児、Ｂ児

は、暗算が随分できるよ

うになってきたが、Ｃ児

やＤ児は、計算にやや苦

手さがあるので、おはじ

きやブロックを用いて、

計算の手助けにしていっ

た。  

【 かけ算（1） 】  

 本単元では、乗法の意味

を理解したり、かけ算の式

に立式したりできるように

する。買い物をする場面を

設定し、「〇個ずつのりん

ごを〇つ分ください。」と

言って買い物をし、「〇×

〇」と式で表すことができ

るようにしたい。全体の数

は、ブロックで確かめ、合

っていたら商品（絵カー

ド）をもらうことができ

る。楽しみながら、乗法の

意味や立式、全体の数を求

めることができるようにし

ていきたい。  

【 乗法や除法 】  

 ２位数や３位数に１位

数や２位数をかける乗法

の計算が、乗法九九など

の基本的な計算を基にし

てできることを理解する

ことや、筆算の仕方がで

きるようにする。  

 また、乗法の逆算であ

る除法の意味を理解し、

計算できるようにする。  

具体的に、ブロックやお

はじきなどを使いなが

ら、同じ数ずつに分ける

活動を取り入れながら、

学習を進めていく。  



５ 本時 ２０１９年 １０月 ４日（金）３校時  

６ 主眼 

 ○ 「ずつ」と「いくつ分」に着目して、買い物ごっこをすることができる。  

○ カップにブロックを入れ、操作して全体の数を求めることができる。  

７ 準備 

同じ数ずつの果物や食べ物カード、透明プリンカップ、ブロック、プリント  

８ 本時の過程（３／８ 時間） 

段階  学習活動と内容  主な支援  
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【問題を見いだす活動】  

１ 今までタイムを行い，本時のめあてをつかむ。  

○ 今までタイムを行い，前時学習を想起する。  

 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  

                〇〇〇  

             

 

２ 見通しをもち，買い物の仕方を知り、全部の数の

求め方を考える。  

○ ２こずつのりんごを４皿分ください。  

   ①買い物をする。②お店屋さんに言う。③

全部の数を調べる。④レジで丸つけ  

【考えを表現し伝え合う活動】  

３ ずつの店で買い物ごっこをし、全体の数を求め

る。  

○ 買い物をして、カップにブロックを入れ、全部

の数を調べる。  

〇 レジで丸つけをしてもらい合格したら、次の買

い物をする。  

【学んだことを活用する活動】  

４ 本時のまとめを行い，チャレンジタイムを行う。  

○  本時学習のまとめをする。  

 

○ チャレンジタイムを行い，学んだことのよさを

実感する。  

 

 

 

○ 本時の見通しを持た

せるために，前時の活

動を振り返らせる。  

○「ずつ」の店で買い物

したことを思い出す。  

 

 

 

 

 

 

○ 買い物の仕方（こと

ば）を提示しておく。  

○ 前時の買い物ごっこ

より、品物を増やして

おき、意欲を持たせ

る。  

○ 買い物ごっこの順番

が分かるように黒板に

提示しておく。  

○ Ｂ児はたし算の式も

書けるプリントを用意

しておく。  

 

 

 

 

 

○ 学んだことのよさを

実感させるために，教

科書の問題に取り組ま

せる。  
チャレンジタイムの問題  

馬車やブランコの人数  

（まとめ）「ずつ」と「いくつぶん」がわかると

全部の数がわかる。  

（めあて）ずつの店で買い物し、全部の数がいく

つになるか考えよう。  

３こずつの４つ分は

全部で何個。  



授業分析記録  授業者（ 川原 由美子 ）  記入者  

 

学習活動  成果  課題  

１  今までタイ

ムを行い，本

時のめあてを

つかむ。  

  

２ 見通しをも

ち，買い物の

仕方を知り、

全部の数の求

め方を考え

る。  

 

  

３ ずつの店で

買い物ごっこ

をし、全体の

数を求める。  

 

  

４  本時のまと

めを行い，チ

ャレンジタイ

ムを行う。  

  

 

授業仮説：  

いくつずつのいくつ分に着目し（数学的な見方・考え方）で表現し伝え合う活動を位置

付ければ，かけ算の意味の理解につなげることができるであろう。  


